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手にも見える、人にも見える、まちにも見える。１つ１つのアイコンが対話して重なって、意識的にそして無意識的に変わってひろが

っていく。そんな色鮮やかでワクワクするアートフェスをイメージしたデザインです。 

 

 

 

臨海副都心で出会う、会場限定ブックカバーに包まれた 200 冊超の本との”対話” 

世界との対話：「花の広場」エリア 

国際展示場駅ロータリーの南側に広がる「花の広場」は、本アートフェス

ティバルの入口となるメインエリア。「花の広場」では、現代アーティストで

あり、京都芸術大学教授として若手の育成にも携わる椿昇の作品「まる

い水平線」の展示とトークイベントを展開します。展示空間では若手アー

ティスト松村咲希の描いた高さ４ｍの巨大フラッグやオリジナルの対話テ

ーブルがひろがります。 

さらに会場では、”港町出身の作家”や”港町”を舞台にした書籍作品

が限定ブックカバーに包まれた状態で並びます。参加者はブラインド状態の本を手に取り、その内容について家族や友人

など誰かと「対話すること」を条件に、ご自身で持参した書籍と交換して持ち帰ることが可能です。（※詳細はイベントサ

イトをご参照ください）またトークイベントでは椿昇も登壇し、その日の「対話」テーマをもとに参加者同士のコミュニケーシ

ョンを促します。 

 

椿昇『まるい水平線』 

【アーティストコメント：椿 昇】 

平和も対話も束の間に幻のように現れることで、数多くの文学や音楽や美術などの生成に貢献してきた。それらは

現実という大きな岩山を乗り越える希望を陰に日向に与えてくれるように思う。そんなとき脳裏には、海の見える丘の

上に佇んで遙か彼方の異国を思う数多くのシーンが何層にも重なって現れる。これが僕の創造力を枯れさせない秘

密なのだ。港にまつわる数多くの物語と静かに対話する仲間が夕暮れに集まり、ビール片手にシンドバッドやゴーギャ

ンの出航にまつわる語り部となる姿は微笑ましい。 このたび ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2024 のアー

ティストとして「対話」というテーマをいただいた事は、パブリックアートのイノベーションを模索する私にとって重要なステッ

プとなった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨海副都心の 3 広場で展開予定のアーティスト作品など注目コンテンツを公開！ 
「世界・日常・街」との対話をコンセプトに、街中に出現する XR 体験や親子で楽しめるワークショップも 

キービジュアル ー対話して変化していくビジュアルアイデンティティ 

 

 

 

別紙添付資料 
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【本作品内 ペインティングアーティスト：松村 咲希】 

スプレーワークやシルクスクリーンなど多数の技法で、色や素材のぶつかり合う躍動的で立体的な絵画を制作する松村

咲希が本作品では帆のグラフィックアートを描きおろします。 

 

『まるい水平線』 対話・トークイベント 

本作品アーティストと様々な業界を牽引する識者らとの「対話」、本作品

を舞台にトークイベントも開催します 

①「オープニングスペシャルトーク」 9 月 27 日（金） 16:00～17:00 

：椿昇、寺田航平（寺田倉庫(株)代表取締役社長） 

薄久保香（画家）、松村咲希（本作品コラボアーティスト） 

 

 

 

 

②「港の読書会―座右の書を持って、港に集合」 ※事前申込可能 

9 月 28 日（土）17:00～18:30：ファシリテーター 椿昇、倉成英俊 

10 月 6 日（日）17:00～18:30  

：ファシリテーター 椿昇、倉成英俊 ゲスト：田丸雅智（小説家）、榎戸教子(アナウンサー/実業家) 

③「港の対話ナイトテーマは『風向き』」 10 月 1 日（火）18:00～20:00  

：椿昇、倉成英俊ほか ※事前申込可能 

④未来への対話「クリエイティブ・ダイアログ」  

9 月 29 日（日）16:00～17:00 アートモデレーター 小池藍 、 ゲスト: 安部敏樹（リディラバ代表） 

10 月 5 日（土）11:00～12:00 アートモデレーター 小池藍ほか 

詳しくは HP をご覧ください https://artbayfes2024.com/artwork/0001/ 

 

愛らしいビジュアルと存在感のギャップが生み出す、ピンクの猫の小林さんの AR 体験も！ 

日常との対話：「石と光の広場」エリア 

「花の広場」に隣接する「石と光の広場」エリアでは、代表作『デコレータークラ

ブ—ピンクの猫の小林さん』をはじめとして、ユーモアと洞察力に優れた作品で知ら

れる人気アーティスト・飯川雄大によるアート作品を展開します。つい写真に収め

たくなるようなインパクトのあるビジュアルはもちろん、決して全貌を捉えられない大

きな猫がまち全体を覗き込む違和感や驚き、鑑賞者が自らアート作品を展示空

間の外に持ち出し、別の展示会場へ運ぶ非日常的な体験を通じて、”日常との

対話”を生み出します。 

 

 

 

 

https://artbayfes2024.com/artwork/0001/


【本件 広報に関するお問い合わせ先】 
ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2024 広報事務局（㈱プラチナム内） 藤元・小野・井上 

TEL: 03-5572-6071 FAX: 03-5572-6075 
MAIL: artbaytokyo_pr@vectorinc.co.jp 

 

デコレータークラブ：ギャラリー 「未来の猫のための眼鏡」  

『デコレータークラブ』は、特定の展示場所を持たず、2007 年から活動を続

けてきました。「石と光の広場」に設置された、デコレータークラブの活動を紹

介する 4 つのギャラリーでは、「ピンクの猫の小林さん」「ベリーヘビーバッグ」

「新しい観客」などの作品を発表しています。今回の展示では、これまでの活

動紹介に加え、今後実現したい「猫の小林さん」の展示プランもご紹介しま

す。会期中には、ギャラリーから別の展示会場に「ベリーヘビーバッグ」を運ぶ

『新しい観客』も実施します。 

 

気鋭のアーティストによる作品が勢揃い『emerging artists showcase』 

未来との対話：「石と光の広場」エリア 

個性的な表現方法を持ち、現在活躍中の若手現代美術アーティストたち

10 名以上が集まる特別企画です。それぞれのアーティストたちが創造する様々

な表現スタイルをお楽しみください。アーティストが直接作品についてご説明する

機会もご用意します。展示作品は購入可能です。（期間中土日のみ購入可

能、平日は展示のみ）  

プロデュース：biscuit gallery 

 

 

 

臨海副都心のまち全体が丸ごと体験型アートの舞台に⁉ 

街との対話：「夢の広場」エリアなど６ケ所を巡る 

「花の広場」「石と光の広場」「夢の大橋」「夢の広場」などを周遊しながら最新の

XR アートを体験できる、ExMetaClub による「Circulation Balls XR」も展開。XR

アプリ「STYLY（スタイリー）」でスマートフォン越しに臨海副都心の風景を見ると、まち

が巨大な実験装置と変わり、そこにはあるはずのない大きなボールがダイナミックに駆け

巡る不思議な光景が広がります。このボールを追いかけながら散歩することで、まちの

新たな魅力や人との関係性に気付くきっかけを提供します。同企画のメインエリア「夢

の広場」では、風景と呼応する細胞のような巨大ボールの中に入るイマーシブな体験

ができます。特に ExMetaClub が慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科と共

同で開発した XR と触覚が融合する実験的なアートワークも注目。さらに日本科学未

来館付近では次世代アーティスト IEEIR の AR アートも展開。周遊しながらデジタル

アートを体験し、スタンプをコンプリートした方には本アートフェスティバルロゴ入りオリジナ

ルノベルティもプレゼント予定です。 

XR 技術協力 STYLY：https://gallery.styly.cc/about/ja 

※XR アートをよりスムースに体験するためアプリを事前ダウンロードの上ご来場ください。 

 
 
 
 
 
 
 

 

https://gallery.styly.cc/about/ja
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VR 体験を通して人間の身体と感情の関係について感じ、対話する身体感覚の世界 

仮想現実との対話：「BMW GROUP Tokyo Bay」 

「 BMW GROUP Tokyo Bay 」では、国家・共同体と個人の関係、

人間の身体と感情の関係について探求する映像作家・小泉明郎が

『WITH ALS』の武藤将胤と協働で制作した体験型 VR アート「縛られた

プロメテウス」を展開します。本作品は VR を用いて ALS 患者の記憶、感

情、そして未来への想いを追体験できる作品です。VR 世界を通した仮想

現実との対話であり、自分とは異なる感覚や感情を持つ「他者」との対話

でもある、SNS やメディアでも多く注目を集めた衝撃的な本作品を、この機

会にぜひご体験ください。 

小泉明郎「縛られたプロメテウス」体験：９月 28 日（土）・29 日（日）上映時間 60 分 ※事前予約制 

参加費：1,800 円＋発券手数料 110 円（事前決済） 

予約はこちらから：https://artbayfes2024.com/artwork/0002/ 

 

光との対話 

後藤映則：Heading  

「Ballet #01」は回転する立体に光の線が投射されることで、バレ

エを踊る人の姿が浮かび上がる作品です。意図的に構成された動

きと連なり、その動作に内在する感情に着目したこの作品は、本展

で映像作品として再構成されています。「Heading #01 」では、

人間にとって根源的な動作である歩くという行為をモチーフに、その

動作が持つ内面的な意味やイメージに着目しています。この作品は ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2022 で展示

された「Heading」 の原型にもなり ます。もう一つの作品では、作者が様々な国の交差点で撮影した人々が入れ替わり

ながら 歩く姿が現れ、個々の存在や向かう方向の交錯を捉えようと試みています。 

10 月 5 日（土）、6 日（日） 

脳波との対話 

ExMetaClub：Dialogue with the un  conscious 

体験者は椅子に座り脳波を測る装置を付けると、周囲の柱に脳の状態が光と

音のアートになって広がります。自己の内面から生成されたアートがさらに感覚に

呼応し、体験者は無意識と対話をすることになるでしょう。 

10 月 5 日（土）、6 日（日） 

 

廃材を活用して行うワークショップ 

PALAB 回転ハザイ寿司 ～ Conveyor belt HAZAI SUSHI ～ 

資源との対話：日本科学未来館 7 階火星水星前ロビー 

工場などから生まれる端材を使ったワークショップ「ハザイの回転寿司屋」をオ

ープンします。捨てられるはずの端材(ハザイ)をよく観察すると、それぞれに独自

性のある面白い表情や、柔らかい・硬いなどの触感、謎の文字や記号が記さ

れていることなどに気付きます。 

9 月 28 日（土）29 日（日） 

10 月 5 日（土）、6 日（日）  

各日 10:00～17:00 参加費 500 円（現地決済） 

https://artbayfes2024.com/artwork/0002/
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海洋の絶滅危惧種をモチーフにしたステーショナリー制作ワークショップ  

DAMBO キッズ鳥学会 ～渡り鳥を通して環境問題とアートを学ぶ～ 

動物との対話：日本科学未来館 7 階火星水星 

渡り鳥を学び、ダンボールで自分だけの小物入れを制作するワークショップで

す。都民の鳥「ユリカモメ」は一番身近な渡り鳥です。いつも見かけているような

気がしますが、実は春から秋にかけて彼らは日本にいません。どこにいるのでしょ

うか？山階鳥類研究所から渡り鳥のエキスパートである澤祐介先生をお迎えし

て渡り鳥とその環境について楽しく学び、制作した小物入れをアーティスティック

にデコレーションをします。 

９月 28 日（土）29 日（日） 

10 月 5 日（土）、6 日（日） 

各日 10:00～17:00 参加費 500 円（現地決済）※事前申込可能 

 

誰でも自由に演奏できるが登場！  

音楽との対話：アクアシティお台場・有明ガーデン 

どなたでも自由に演奏できるストリート・ピアノがアクアシティお台場と有明ガ

ーデンに登場します。東京建物（株）の提供による”Brillia Art Piano”はア

ク ア シ テ ィ お 台 場 に 、 （ 株 ） ヤ マ ハミ ュ ー ジ ッ ク ジ ャ パ ン の 提 供 に よ

る”LovePiano”は有明ガーデンに設置されます。 

“Brillia Art Piano”は「各地を巡る、旅するアート。」をテーマとして、障害のある作家の描いたアートを纏ったピアノ。

“LovePiano”はイラストレーター立川恵一と御茶ノ水美術専門学校の学生でペイントしたもの。どちらもアートフェスティ

バルにふさわしいカラフルなストリート・ピアノです。 

 

期間中に臨海エリアの夜を彩る 

「東京国際プロジェクションマッピングアワード」特別上映：東京ビッグサイト壁面 

東京ビッグサイトにて「東京国際プロジェクションマッピングアワード Vol.8

（2023）」の受賞作品の投影を行います。 

9 月 28 日（土）、29 月（日） 

18:30／19:00 上映時間各回約 20 分 

※天候等により一部変更・中止になる可能性がございます。 

※本アワードの公式サイトはこちら https://pmaward.jp/ 

 

なお、東京ビッグサイト手前の大階段では、日本の四季をイメージした 

「TOKYO」の映像を投影します。 

9 月 27 日（金）～10 月 6 日（日） 

18:00／18:30／19:00／19:30／20:00 上映時間各回約 20 分 

 

アーティストとの交流でアートをより楽しむ 「アートフェス Meet up」 

ノムラスタジオ（乃村工藝社本社） 

 本アートフェスの開催に際し、アート分野における Meet up パーティを開催いたします。 実際に活動されているアーティ

https://pmaward.jp/
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ストも出席し、参加者同士でカジュアルに親睦を深めながらアートについて語り合います。  

日時：9/27(金)18：00～19:30 ※事前申込制・一般参加可能 

詳しくは HP をご覧ください。https://artbayfes2024.com/artwork/0013/ 

 

Neo Stall Village -ネオ屋台村のキッチンカーがやってくる- 

花の広場にはキッチンカーが出店します。アート鑑賞をしながら外の

気持ち良い空気の中で、専門店の出来立ての料理やドリンクととも

にリラックスした時間を過ごしたい。そんなあなたの願いをネオ屋台村

が叶えます。 

ランチタイムのごはんから、アート鑑賞の合間に手軽に食べられるワ

ンハンドフードはもちろん、お子様とも楽しめるクレープなどのスイーツ

や、ほっと一息コーヒーなどのドリンクなど、個性豊かなキッチンカーがア

ートフェスティバルに賑わいを創ります。 

 

会場内の回遊がさらに楽しくなる 

スローレジャーライド「OSAMPO」 

最高速度 6km/h のモビリティによるおさんぽ感覚の移動によって、潮風や

木々の緑を感じながら、各種アート作品を巡ります。普段は見落としてしまい

がちな景色や友人・知人・家族とのコミュニケーションを楽しむ時間など、安心

と発見に満ちた新しいカタチでの周遊体験を提供します。  

 

 

 

 

イベント概要 

◆イベント名：ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2024 

◆テーマ：Port of Dialogue 対話しよう。じぶんと、世界と、未来と。 

◆日程：2024 年 9 月 27 日（金）～10 月 6 日（日） 

 ※荒天時は中止や変更になる場合がございます。 

◆会場：臨海副都心エリア 

 ・シンボルプロムナード公園内 花の広場・石と光の広場（東京都江東区有明 3-7） 

 ・シンボルプロムナード公園内 夢の広場（東京都江東区青海 1-3） 

 ・シンボルプロムナード公園内 夢の大橋（東京都江東区有明 3-1-10） 

 ・日本科学未来館（東京都江東区青海 2-3-6） 

 ・BMW GROUP Tokyo Bay（東京都江東区青海 2-2-15） 

 ・有明ガーデン（東京都江東区有明 2-1-8） 

 ・アクアシティお台場（東京都港区台場 1-7-1） 

 ・東京ビッグサイト（東京都江東区有明 3-11-1） 

・(株)乃村工藝社 本社（東京都港区台場 2-3-4） 

 ・TOKYO DREAM PARK 建設予定地（東京都江東区有明 3-1-9） 

 

https://artbayfes2024.com/artwork/0013/
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◆主催：アートプロジェクト実行委員会 

東京都港湾局、 (株)東京臨海ホールディングス、東京港埠頭(株)、 

(株)東京ビッグサイト、日本科学未来館、(一社)東京臨海副都心まちづくり協議会 

アートアドバイザー：(公財)彫刻の森芸術文化財団 

 

◆企画・運営： 

(株)テレビ朝日 

◆協力・協賛（順不同）： 

BMW GROUP Tokyo Bay 、アクアシティお台場 、東京建物（株）、（株）ヤマハミュージックジャパン、有明ガー

デン、（株）STYLY、(株)乃村工藝社、（株）テレビ朝日クリエイト 

◆参加アーティスト（予定・順不同、敬称略） 

椿昇／飯川雄大／小泉明郎／後藤映則／ExMetaClub／DAMBO／PALAB／biscuit gallery／松村咲希  

IEEIR 

◆コンテンツ内容（予定） 

アートインスタレーション／アーティストトークショー／トークイベント／XR 体験／ワークショップ／ストリート・ピアノ／プロジェ

クションマッピング／キッチンカー 等 

※プログラムは今後、変更になる可能性があります 

◆ウェブサイト：https://artbayfes2024.com/ 

◆公式 SNS：X（旧 Twitter） ＠artbaytokyo 

：Instagram @artbaytokyo 

◆関連リンク：ARTBAY TOKYO https://artbaytokyo.com/ 

 

※本イベントお問い合わせ窓口 artbayfes2024@tv-asahi.co.jp 

※本イベントでは環境に配慮した取組を進めています。（グリーン電力使用） 

 

参加アーティストリスト 

【花の広場】 

椿 昇／現代芸術家 

京都芸術大学教授・東京藝術大学油画客員教授。パレスチナのラマラにあるアルカサ

バシアターの舞台装置を 2005 年に担当。"RADIKAL_DIALOGUE"（根源的な対

話）というシリーズをスタートさせる。その後 2009 年に京都国立近代美術館の個展

"GOLD/WHITE/BLACK"などにおいてもワークショップの形で「対話の可能性」を探る

作品を継続。 

 

松村 咲希／ペインティングアーティスト 

スプレーワークやシルクスクリーンなど多数の技法で、色や素材のぶつかり合う躍動的

で立体的な絵画を制作している 

 

 

 

 

https://artbayfes2024.com/
https://artbaytokyo.com/


【本件 広報に関するお問い合わせ先】 
ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2024 広報事務局（㈱プラチナム内） 藤元・小野・井上 

TEL: 03-5572-6071 FAX: 03-5572-6075 
MAIL: artbaytokyo_pr@vectorinc.co.jp 

 

【石と光の広場】 

飯川雄大 

1981 年兵庫県生まれ。現在、神戸を拠点に活動。成安造形大学芸術学部情

報デザイン学科ビデオクラスを卒業。2007 年から〈デコレータークラブ〉シリーズの制

作を始める。鑑賞者が作品に能動的に関わることで変容していく物や空間が、別の

場所で同時に起きる事象と繋がる《0 人もしくは 1 人以上の観客に向けて》、誰か

の忘れ物かのような 《ベリーヘビーバッグ》、全貌を捉えることのできない大きな彫刻

作品《ピンクの猫の小林さん》など、鑑賞者の行為によって起きる偶然をポジティブにとらえ、思考を誘発しながら展開する

作品を制作している。 

 

biscuit gallery  

新たな可能性を求めて設立された現代アートギャラリー。日本国内外の才能あるア

ーティストたちの作品をグローバルに紹介することで、アートが人々の生活に新しい

価値と喜びをもたらすことを信じ、アートを通じて世界と繋がり、文化の多様性と創

造性を広めることに尽力している。 

 

 

 

【BMW GROUP Tokyo Bay】 

小泉明郎 

1976 年群馬県生まれ。国家・共同体と個人の関係、人間の身体と感情の関係について、現

実と虚構を織り交ぜた実験的映像やパフォーマンスで探求している。 

これまでテート・モダンの BMW テート・ライブや上海ビエンナーレ、シャルジャビエンナーレ等、多数

の国際展等に参加。個展としては「Projects 99: Meiro Koizumi」（ニューヨーク近代美術

館、2013）等 

 

 

後藤映則 

1984 年生まれ。原初的な映像メディアと現代のテクノロジーを往来し、動きや時間、目に見え

ない事象や場所に着目した作品を手がける。近年の主な展覧会に「Athens Digital 

ArtsFestival: Techno(s)cene | 20 YEARS」（Former Santarosa Courts、アテネ）、

「札幌国際芸術祭 2024」（未来劇場、札幌）、「クロスアート４ ビロンギング －新しい居場

所と手にしたもの－」（岐阜県美術館、岐阜）、「MOT アニュアル 2023」（東京都現代美術

館、東京）など。 

 

 

 

 

 

 

 



【本件 広報に関するお問い合わせ先】 
ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2024 広報事務局（㈱プラチナム内） 藤元・小野・井上 

TEL: 03-5572-6071 FAX: 03-5572-6075 
MAIL: artbaytokyo_pr@vectorinc.co.jp 

 

【石と光の広場、夢の広場、ほか】 

ExMetaClub 

メタ認知や境界、触覚をテーマに実験的なアートワークを展開するクリエイティブユニット。仮想空

間と現実の交錯する場所で、鑑賞者が自らの知覚を再考する多感覚的な体験を探求している。

ARTBAY TOKYO アートフェスティバル 2023 、大阪関西国際芸術祭、DESIGNART 

TOKYO では自己とアバターが対話する XR インスタレーションや街を回遊する AR アート作品など

を出典。森美術館と共同で現代アートとメタバースが融合した体験型ワークショップなど多数企画。 

 

【日本科学未来館】 

DAMBO 

DAMBO は、再生素材であるダンボールで子ども用品をプロデュースしている会

社です。成長のさきに、子どもたちが未来を生きる力を育めるように、考え、想

像し、学べるプロダクトを、子どもたちの健やかな成長を願うパパママたちの想い

にのせて贈ります。思い出といっしょにリサイクルされ、捨てることでさえ、その時間

と想いを「環境」というかたちで未来に繋ぎます。 

 

 

PALAB 

東京都の清澄白河を拠点に、産業廃棄物など偶発的に生まれたハザイを「パ

ラレルな世界の素材」と仮定し、そこから見えるもう１つの世界を描き出すラボ

のようなクリエイティブユニット。工場から生まれる【産業の端材】や、普段は見

過ごされる風景などの【街の端材】などを基に企画・制作を行う。これまでの作

品は Instagram より : @palab_official 

 

IEEIR 

サウンドアーティスト丸山翔哉、アーティスト高橋祐亮、コンセプトワークを行う洲崎翔

からなるアートリサーチコレクティブ。IEEIR は毒にして薬でもある「ファルマコン」として

のテクノロジーを、展示空間において鑑賞者を取り囲み、鑑賞者が行為するためのイ

ンターフェースとして再構成し、現代における私たちの環世界と技術の多様性を回復

する試みを行う。 

 
 

 

 

フード・キッチンカー： 

株式会社ワークストア・トウキョウドゥ ネオ屋台村 

株式会社ワークストア・トウキョウドゥが展開するキッチンカーサービス「ネオ屋

台村」は、「忙しい都市生活者の皆様のランチタイムや、イベントに遊びにき

たお客様が外の空気を吸って、店主と何気ない会話をして、ご飯を食べる。 

そんな人間味溢れる楽しい風景を創る」という思いに賛同した個性豊かなキッチンカー事業者たちと共に作り上げた「食

を通じて賑わいを創る」フードサービスです。 

 


